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日 時 令和５年５月 22日（月）午後３時 30分から午後５時 

会 場 北広島市役所３階 会議室３Ｄ 

出席委員 橋本委員、藤崎委員、野口委員、小野崎委員、小野委員、飛鳥委員、佐藤

委員、吉澤委員、奈良委員 

欠席委員 前田委員 

市出席者 𠮷田教育長、吉田教育部長、鹿野教育部理事、事務局（社会教育課） 

傍 聴 人 なし 

会議次第 １ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 教育長挨拶 

４ 自己紹介 

５ 委員長互選 

６ 委員長あいさつ 

７ 社会教育委員について 

８ 協議事項 

 (1) 北広島市の社会教育について 

 (2) 令和５年度社会教育担当事業計画について 

 (3) 令和５年度生涯学習市民活動団体支援事業補助金について 

９ その他 

10 閉会 

 

１ 開会 

 「委員の過半数が出席していることから、会議が成立していること」を確認した。 

 

２ 委嘱状交付 

教育長：委嘱状交付を各委員に行った。 

 

３ 教育長挨拶 

 

４ 自己紹介 

 

５ 委員長互選 

 

６ 委員長挨拶 

 

７ 社会教育委員について 

事務局：資料基づき説明 

 

８ 協議事項 

 (1)  北広島市の社会教育について 

委員長：この会議では学校支援地域本部運営委員会と放課後子ども教室運営委員会も兼ね

ていますので、先に学校支援地域本部の説明をお願いします。 

事務局：資料に基づき説明 

委員長：ご質問、ご意見等はございますか。 

別記様式(第 3条関係) 
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委 員：琴だとか民謡だとか三味線だとか、色々な技術を持った方が発表の場がなく、発

表の場を探している人がおります。こういう方も、登録していただいて、参加す

るということは可能なのでしょうか？ 

事務局：可能です。 

委 員：地域の方が、この学校のこういう授業に参加されたとなった場合、このコーディ

ネーターの方に直接連絡する形になっているのでしょうか。それとも、学校に直

接依頼するような形なのでしょうか。 

事務局：まずは、社会教育課にご連絡いただいて、ボランティア登録をしていただくとい

うことになります。保険の加入のこともありますので、まず、登録し、その後に

各学校から問い合せがあった時に、マッチングして、派遣していくという流れを

基本として現在は行っていますが、臨機応変に対応しています。 

委 員：マッチングの部分で、例えば、学校が求めている部分で足りない活動内容や分野

があったりするのでしょうか？学校の方からこういう声があるけども、地域の方

からちょっとこういう人はいないですっというように、マッチングが上手くいっ

ていないという部分があるのでしょうか。 

事務局：戦争体験講話について不足しております。昨年度まで学校に派遣しておりました

が年齢的な事情で今年度から辞退の意向を受けております。 

戦争を実際に体験された方の貴重なお話を届けるという趣旨で行っております

が、実体験をされた方となると年齢的に厳しく、なかなかいらっしゃらないとい

う状況です。戦争体験講話から伝承という形に変えて平和教育として移行してい

ければとも考えてはおります。 

委 員：そういう声が上がっている中で、地域の中でそういう方がいないとなった場合、

いないで終わっているのでしょうか。それとも、違うところからそういう人を探

して来るとか、その対応はどこまでしているのですか？ 

事務局：戦争体験講話に関しては、人材発掘を行っておりますが見つかっておりません。

ただ、平和教育という観点では、東広島市との姉妹都市の繋がりもあるので、ま

ったく居ない訳ではございません。 

委 員：違う形で子どもたちに機会を作っていくということでしょうか。 

事務局：その通りです。 

委 員：学校支援のお知らせは、ウェブでしかアップされてないのでしょうか。それとも、

直接学校とかに送られているのでしょうか。もしかしたら見過ごしているかもし

れないのですが、初めて見たので。 

事務局：教育委員会ホームページの中に学校支援地域本部のページがありまして、そのペ

ージに掲載しておりますが、その他の広報手段として良い方法があれば、後日で

も構いませんのでご意見を頂戴できれば幸いです。 

 

委 員：171名のボランティア登録がありますが、これらはどのように探されたのでしょ

うか？どうしてこういう話をしたかと言いますと、今、活動している生涯現役の
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住民の方 130名ぐらい集まっていたりするのですが、団地地区のグループワーク

をした中で、結構学びたいし、自分のスキルを活かしたいと思っている住民の方

もけっこう沢山いたのですよね。今回この事業に限らず、その他の機会にですと

か、ネットワークが生かせるのではと思いましたし、コーディネーター同士の繋

がりとかも生かせるのかなと思ったところです。 

私の肌感としては、すごく地域でやりたいけど、どういうところへつながったら

このスキルを生かせるのかなって、こうモヤモヤしている方が結構いまして、そ

こを上手く繋げると、それが地域の子どもたちにという風になればと思いました。 

事務局：学校の取組みを支援するというところがこの事業の趣旨となりますので、学校が

求めることに即してマッチングを行っていきたいと思いますが、周知方法を工夫

しながら、希望がある方、思いのある方を取り込んでいきたいと思います。 

委員長：次に進みます。放課後子ども教室について説明をお願いします。 

事務局：資料に基づき説明 

委員長：ご質問、ご意見等はございますか。 

委 員：説明の中で、大曲小学校と東部小学校の参加人数が昨年に比べてかなり増加した

というようなお話がありましたが、それは何か理由があって、やはり新型コロナ

ウイルスが収まってきたからというようなものもあるのか、あるいは他に何か要

因があるのか、どのように分析というか、お考えになられているのでしょうか？ 

事務局：やはり新型コロナウイルスの影響が大きいと考えています。新型コロナウイルス

の影響が強い中で参加することを躊躇される保護者の方が、参加している児童の

保護者の中でもいらっしゃったので、影響が弱くなって来て多くなったのではと

考えます。 

委 員：放課後子ども教室事業は小学校を対象としていますが、中学校に対するアプロー

チはあるのでしょうか。 

事務局：放課後子ども教室については小学校の３校に限られています。他の学校につきま

しては、なんとか拡大したいと考えてはいますが、１番の問題点としては下校時

の見守りがありまして、下校時間が変わってくるので見守りする方々、サポート

する方々の配置がないと、安全な下校が望めないということが一番の課題となり

ます。先ほどから出ている学校支援地域本部に登録されているボランティアから

派遣されていますが、配置時間数の確保が容易ではないというのが実情です。 

委員長：次に進みます。北広島市の社会教育についてお願いします。 

事務局：資料に基づき説明 

委員長：ご質問、ご意見等はございますか。 

委 員：コミュニティスクールの基準年度と目標年度、数値がそれぞれ記載されています

が、学校運営協議会開催数が基準年度４回、目標年度３回と、減っているという

ように理解したのですが、それは何か理由はあるのでしょうか。 

事務局：以前は各中学校区内で、年４回程度開催されていたのですが、財政的なこともあ

りまして、委員数ですとか、回数の見直しがありまして、今年度から各中学校区
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の会議の回数を３回とさせていただいたところです。ただ、その３回を基本的に

は下げることなく、堅持していきたいという思いありまして、目標年度である令

和６年度まで３回を維持するという考え方で設定しております。 

委 員：回数ではなく、質ということで承知しました。 

委 員：１１ページの１０番目。小中一貫教育と施策推進課が担当しているということで、

社会教育課ではないのかもしれませんけれども、幼小、幼保ですが、具体的にど

のようなこと行っているのでしょうか。また、社会教育課の担当の家庭教育支援

事業はどのようなことが行われているのでしょうか。 

事務局：まず、最初の幼保小についてはですね、社会教育課が所管ではないのですが、小

学校に上がる子どもたちを対象に、幼稚園、保育園の先生方と小学校の先生方が

しっかり連携してやっていきましょうということで、会議を設け、コミュニケー

ションを図ることをねらいとした事業です。 

委 員：コミュニティスクールに関して飛鳥委員も一緒に行っていて、今、関わっていま

して、小中一貫教育では、小学校から中学校卒業まで９年間の子どもの成長を見

守るっていうことですね。 幼稚園の方との連携も必要でないかなと、私の頭の

中で、思っているところです。だから、どんなことやっているのかって、つまり

その、先生方の交流ということですよね。９年間ですけども、幼稚園、保育園卒

業されて小学校１年生入りますよね。小学１年生になって、残念ながら大曲地区

に大学はありませんから、高等学校もありませんし、つまり中学校までの面倒を

見る流れが必要なのかなと頭の中で勝手に考えているのですが、具体的にどのよ

うなことを先生方の交流、家庭教育のことを社会教育で行っているのかな、とい

うことをお聞きしたかったところです。 

事務局：次の項目においてお話をさせていただきますが、保護者に対して、子育てに関する

セミナーを開催するなどしています。 

委 員：課題になっていることが１つあって、子どもたちが家庭で、お父さんもお給料が

高いか安いか分かりませんが、お母さんもアルバイトに出る。そうすると、家庭

にいられない。朝起きて、ご飯はちゃんと用意してあるのですよね。ただ、「い

ただきます」と言う人は居ないですし、学校が終わったら小学生は早く帰ります

よね。帰ると、「ただいま」と言っても「おかえりなさい」と言う人が誰もいな

いとか。そういう家庭が全てではありませんが結構あります。一時（いっとき）

は新型コロナウイルスの関係で、公園でも遊んではダメですよとかがありました

よね。 

だから、要するに、テレビを見るか携帯を見るか、ゲームをやるか。そういう世

界に子どもたちがのめり込んでいく。周りの友達とも遊ぶこと出来ないからです

ね。 

そして、お母さんお父さん方は多分、携帯を使っても良いけども１時間、２時間

とか時間を指定し伝えるとは思うのですが、兄弟いればまた別ですけれども、兄

弟もいない家庭になってくるとそれにのめり込んでいってしまう。そういう対策
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も色々考える必要があるのではないかという声が出ているので。少々このことが、

大変だなという感じがしています。特にそれでどうこうということはありません。

ありがとうございます。 

 

 (2)  令和５年度社会教育担当事業計画について 

事務局：資料に基づき説明 

委員長：ご質問、ご意見等はございますか。 

委 員：私は８ページの「はたちのつどい」の、令和５年度の実施で、私の娘もあと何年かし

たら成人だな～と思いエスコンフィールドで開催されることは良かったな、と思いな

がら聞いてたいたのですが、１１時に開場して、１１時半に開会は出来ないのではな

いのかなと思いました。３０分で…今までは多分、新型コロナウイルスのことや会場

のこともあって、中学校区で分けていたので、人数が少なかったと思うのですが、会

場が大きくなったので、１回でやるということですよね。 

４０９人だから、まあ、４００人前後、５００人前後なのかなと思うのですが、自分

が母親で着物を着た子どもを車で送迎して会場に行くことを想像した時に、３０分前

だったら親としては少々ドキドキするなと思いました。会場が渋滞するのかな？と。

どこで子どもを降ろすのかなとも考えます。雪が降っているのか、吹雪いているのか。

それで、３０分前開場だと、冬のため不安に思いました。早めに開場して、中に入れ

てもらえたらと思いました。まあ、予定なので、そういう細かいことはきっと今後つ

めていくと思うのですが、親心としては、少々駐車場をどうするのか、ですとか、も

う少々早く開場してほしいなと思いました。 

事務局：実はですね、最初は去年の１月にファイターズの方から各市町村にエスコンフィール

ドを使って成人式はしてはどうかという提案があり、北広島市が手を挙げさせていた

だいた。要するに、会場を使うのが北広島市だけに限らないという前提があったりし

ます。またエスコンフィールド自体も、一般開放のことがございまして、北広島市だ

けの専用使用であれば、色々なことが組めるのではとも思うのでが、細部は少し、協

議をさせていただければと思います。 

委 員：もちろんです。 

事務局：開場のことは大変参考になりましたので、協議させていただきたいと思います。 

委 員：１６ページの生涯学習アドバイザーは、具体的にどのようなことをしているのでし

ょうか。 

事務局：各地区の振興会の事務所が各地区の会館の中にありまして、そこで勤務されている

のですが、基本的には生涯学習振興会が行う事業に対し、指導・助言を行っていま

す。また、具体的には我々教育委員会社会教育課と振興会とのパイプ役になってい

ただいて、事業に関して市からお金を出す場合もあるので、そういった予算を決め

る相談ですとか、事業が我々の行っている事業と振興会が重複しないように、調整

するといったパイプ役、調整役も担っていただいています。 
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(3)  令和５年度生涯学習市民活動団体支援事業補助金について 

事務局：資料に基づき説明 

委員長：ご質問、ご意見等はございますか。 

委 員：２件の申請を承認 

 

９ その他 

委員長：その他ございますか。 

委 員：良いですか。だいぶ時間過ぎているとは思うのですが、少々聞かせてもらいたい

ことが２点ありまして。１点目は、社会教育との絡みもあるのですが、少子化の

問題で、学校再編の動きは北広島についてはどうなのか。２つ目は、広島県の方

が北広島との交流事業を行わないのか。この２点について。 

事務局：学校の再編については、小中一貫教育と合わせて配置の部分を各地区で、検討をし

ているという状況になっております。それから、東広島市の姉妹都市の件について

は、新型コロナウイルスの関係もあり、ようやく、今年度に子ども大使の交流が再

度始まるという状況になっています。教育総務課というところで、学校適正配置の

関係と子ども大使を両方担当しているという状況です。 

委員長：その他いかがでしょうか。ないようなのでこれで終わります。 

 

 

 

会議録署名委員                     


